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１　施策基本情報

基本政策間連携
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2027年度目標値
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関連商品の利用者数（人／単年度）

名
称

柱を構成する主要事務事業 区分

1
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指標の説明（単位）

施策等名称
新しい発想による観光資源の創出～観光を横軸にした
産業連携、まちづくり

体系番号 0401010503
主管課 観光課

指標の説明（単位）

主管課

2

2022年度目標値
2027年度目標値

観光課

　観光業のみでなく、市内の様々な産業や地域に観光まちづくり事業への参画を促すとともに産業間や地域間の連携体制構築を
図る。同時に豊富にある観光資源や茅野市ならではの歴史、文化、人を磨き、活用することにより、観光需要に沿った体験プログ
ラムや交流プログラムを生み出していく。

名
称

1

2

詳
細

3

指標の説明（単位） 計画策定時
2022年度目標値
2027年度目標値

1

基本政策間連携

4

①

現状と課題

　観光は、茅野市の主要な産業に挙げられ、関連する産業や関連する施設に従事する市民が多い。観光資源も多様であ
り、加えて市内に広く観光拠点が分布することから、各地域の単位観光協会や商工会議所が主体となって独自の事業も
展開している。また、地理的な要因もある中で“まち”、“里山”、“観光地”といった地域の連携が十分でなく、来訪者を受
け入れる体制には温度差がある。個人旅行主体に旅行形態が変化し、伴って旅行趣向が多様化する状況下で、各産業
や各地域が連携して茅野市全体を面として発信、訴求していくためのコンテンツや仕組みが求められている。

めざす将来像
（あるべき姿、基本的

な考え方）

　設立した推進機構が“観光を活かしたまちづくり”の旗手として機能し、①観光業のみでなく、市内様々な産業や地域に
観光まちづくり事業への参画を促しながら連携体制構築を図り、②豊富にある観光資源や茅野市ならではの歴史、文化、
人を磨き、活用することにより、観光需要に応えた新たなコンテンツを生み出していく。観光を横軸として産業間や“まち”、
“里山”、“観光地”といった地域間を繋ぐことで、各産業の課題解決や地域の交流活性へと結び付けていく。

施
策
指
標

②

③

計画策定時

16,400

指標名称

地域資源の発掘と活用、「人間中心の
着地型観光」の促進

0

名
称
新しい発想による観光資源の創出～観光を横軸にした産業連携、まちづくり

施
策
の
柱
2

まちづくりの目標指標

施
策
の
柱
1

詳
細

まちづくりの目標指標

2

16,400
01

関連商品の利用者数（人／単年
度）

主管課

区分

地域資源の発掘と活
用、「人間中心の着地
型観光」の促進

実施

1

2

実施

2 観光まちづくり推進事業

6

6

5

実施
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柱
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まちづくりの目標指標

2022年度目標値
計画策定時

2027年度目標値
指標の説明（単位）

3 観光誘客宣伝事業

柱を構成する主要事務事業

主管課

詳
細

基本政策間連携
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観光振興支援事業

4

柱を構成する主要事務事業 区分

1

5

2

計画策定時 2022年度目標値



２　指標等の推移と変動要因

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度

柱1 地域資源の発掘と活用、「人間中心の着地
型観光」の促進

0 1,299 2,677

1 16,400 7.92 16.32

2023年度

観光課

2,137

13.031

施策 地域資源の発掘と活用、「人間中心の着地
型観光」の促進

0 1,299 2,677 276 2,137 2,465

15.0316,400 7.92

1.68 13.03

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、プログラムへの参加者人数は減少した。

13.0315.03

地方創生推進交付金を活用して積極的に事業を展開することができたため、201８年度数値の２倍を超える実績となった。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、プログラムへの参加者人数は減少した。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の水準に戻りつつある。

276 2,137 2,465

16.32 1.68 13.03

施策等名称

2021年度

0401010503
主管課

体系番号
新しい発想による観光資源の創出～観光を横軸にした産業連携、まちづくり

2023年度 プログラムへの参加者人数は前年度急激に倍増したことから今年度は微減となった。

2022年度

指標No. 中間目標値

2020年度体系区分
成果指標名

計画策定時 2018年度 2019年度

実績値　/　達成率（実績値÷目標値）

変
動
要
因
等

2023年度 プログラムへの参加者人数は前年度急激に倍増したことから今年度は微減となった。

変
動
要
因
等

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の水準に戻りつつある。

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の水準に戻りつつあり、プログラムへの参加者人数は回復傾向に向かっている。

2018年度

2019年度

2020年度

2021年度

2022年度 新型コロナウイルス感染症の影響を受ける前の水準に戻りつつあり、プログラムへの参加者人数は回復傾向に向かっている。

地方創生推進交付金を活用して積極的に事業を展開することができたため、地域再生計画における2018年度目標（85人）を大幅に超える実績となっ
た。

地方創生推進交付金を活用して積極的に事業を展開することができたため、201８年度数値の２倍を超える実績となった。

2,137

地方創生推進交付金を活用して積極的に事業を展開することができたため、地域再生計画における2018年度目標（85人）を大幅に超える実績となっ
た。



2021年5月28日 2022年5月30日 2023年5月31日

作成担当者
最終評価責任者
最終評価年月日

山本　征幸 五味健太郎 渡辺　雄一 渡辺　雄一 長岡　精

五味　正忠 五味　正忠 五味　正忠 柳沢　正広 柳沢　正広

2019年5月30日 2020年7月10日

重点
事務事業

2

引き続き推進機構によ
るプログラム拡充を支援
し、年間を通した提供体
制を整えていく。

3

改
革
・
改
善

改革・
改善内容

推進機構への支援の中
で、大人数が参加できる
プログラムを造成するた
め、造成の優先順位を
協議していく。併せて地
域と来訪者の交流を生
み、文化の発信拠点と
なる古民家再生事業に
対し、地方創生推進交
付金を活用してハード面
を支援するとともに関連
するソフト事業の造成を
支援する。

引き続き推進機構によ
るプログラム拡充を支援
し、年間を通した提供体
制を整えていく。また、
大人数が参加できる従
来からの観光資源を活
かしたプログラムの造成
を働きかける。併せて推
進機構が目指す滞在型
観光の鍵となる古民家
再生事業に対し支援し
ていく。

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家を拠点と
した滞在交流プログラム
の整備や利用促進は施
策の中核となる。

施
策
の
柱
等
の
重
点
化

理　由

1 1 1

（R4・総括評価共通）
プログラムの販売がまだ
軌道に乗る前の段階で
あり、利用者数について
もまだまだ伸びしろがあ
るという段階である。

（R4・総括評価共通）
新型コロナウイルス感染
症の影響により、旅行の
スタイルが大人数参加
型から個人参加型に
なっている。大人数参加
型の旅のスタイルが復
活するまでにはもう少し
時間が掛かることが予
想される。
個人旅行客の獲得が求
められる。

プログラムの販売がまだ軌
道に乗る前の段階であり、
利用者数についてもまだま
だ伸びしろがあるという段階
である。

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家再生によ
る拠点整備は施策の中
核となる。

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家を拠点と
した滞在交流プログラム
の整備や利用促進は施
策の中核となる。

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家を拠点と
した滞在交流プログラム
の整備や利用促進は施
策の中核となる。

引き続き推進機構によ
るプログラム拡充を支援
し、年間を通した提供体
制を整えていく。また、
観光資源を活かしたプロ
グラムの造成を働きか
ける。

1

3

新型コロナウイルス感染
症の影響により、旅行の
スタイルが大人数参加
型から個人参加型に
なっている。大人数参加
型の旅のスタイルが復
活するまでにはもう少し
時間が掛かることが予
想される。
個人旅行客の獲得が求
められる。

引き続き推進機構によ
るプログラム拡充を支援
し、年間を通した提供体
制を整えていく。また、
大人数が参加できる従
来からの観光資源を活
かしたプログラムの造成
を働きかける。

3 3

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家を拠点と
した滞在交流プログラム
の整備や利用促進は施
策の中核となる。

1

総
合
評
価

主
な
取
組
内
容
や
成
果

地方創生推進交付金を活
用するとともに地域おこし協
力隊制度を活用し、地域と
協働したプログラム作りを
推進することにより地域再
生計画上のペースを超える
商品造成に繋がっている。
また、交流や文化発信の拠
点となる古民家整備を進め
るため、推進機構が独自に
国庫補助の交付を受け、実
施設計を完了させている。

プログラムの販売がまだ軌
道に乗る前の段階であり、
利用者数についてもまだま
だ伸びしろがあるという段階
である。

プログラムの販売がまだ軌
道に乗る前の段階。
新型コロナウイルス感染症
の影響で、プログラム参加
者数が減少した。

課
題

推進機構の方針として、
個人観光客のニーズを
優先したプログラム開発
から着手したこともあり、
通年型のプログラムや
大人数参加型のプログ
ラムの造成が不十分。
プログラムの造成数の
増進に比べ、利用者数
は伸びていない。

推進機構の方針として、
個人観光客のニーズを
優先したプログラム開発
から着手したこともあり、
通年型のプログラムや
大人数参加型のプログ
ラムの造成が不十分。
プログラムの造成数の
増進に比べ、利用者数
は伸びていない。

推進機構の方針として、個
人観光客のニーズを優先し
たプログラム開発から着手
したこともあり、通年型のプ
ログラムや大人数参加型の
プログラムの造成が不十
分。プログラムの造成数の
増進に比べ、利用者数は伸
びていない。新型コロナウイ
ルス感染症の影響で人の
動きが制約される。コロナ
禍で安心して参加できる仕
組みが求められている。

長岡　精

両角　敏行

2024年7月12日

観光課

（単位：円）

2018年～2023年（総括）

150,196,129 0.55

29,700,125 0.41

宿泊施設等応援事業
「ちの割」、教育旅行宿
泊施設支援事業の完了
に伴う減額。

おおむね順調

コロナ過が収束に向か
い、顧客のニーズに沿っ
たプログラムの造成が
進んでいる。利用者数に
ついても回復、増加傾向
にある。

0.63

0.40

宿泊施設等応援事業
「ちの割」、教育旅行宿
泊施設支援事業の縮小
及び白樺湖廃屋の撤去
事業完了に伴う減額。

272,249,485

72,676,446

やや遅れている

2022年　（前年度比）

3

観光を横軸とした地域連
携、地域活性を実現す
るため、古民家を拠点と
した滞在交流プログラム
の整備や利用促進は施
策の中核となる。

旅行のスタイルが大人
数参加型から個人参加
型になっているなか、ち
の旅のプログラムは受
け入れられているが、い
かに多くの利用者を集
め、効率よく運営するか
が課題となっている。

やや遅れている

0401010503
主管課

体系番号
新しい発想による観光資源の創出～観光を横軸にした産業連携、まちづくり

投資額

(2018年
～2023
年(総
括)につ
いては
2023年
の実績
を記載)

宿泊施設等応援事業
「ちの割」、教育旅行宿
泊施設支援事業の実施
により増額となった。

1.05

0.48140,537,466

202,412,466

168,693,329

1.25

1.20

211,701,663

80,433,663

430,616,889

181,361,664

引き続き推進機構によ
るプログラム拡充を支援
し、年間を通した提供体
制を整えていく。また、
観光資源を活かしたプロ
グラムの造成を働きか
ける。

1

施策等名称

３　評価・改革改善

評
　
　
　
　
　
価

項　　目 2018年　（前年度比） 2019年　（前年度比） 2020年　（前年度比） 2021年　（前年度比）

2.03

2.25

古民家再生事業の完了
及び総合パンフレット改
訂により増額となった。

前年度、古民家再生事
業完了に伴う減額。

162,069,043

重点化する
施策の柱

事業費(円)

うち一財(円)

増減理由
（一般財源
前年度比
±10％以
上の場合
に記載）

進捗評価 やや遅れている やや遅れている やや遅れている


